
都府県生涯乳量
令和６年９～月

１
位「
ゴ
ー
ル
ド
ロ
イ
」

熊
本
県
・（
株
）荒
木
牧
場

改
良
情
報
、続
々
提
供
開
始

事
業
部
よ
り

新
　

人
　

紹
　

介

事
業
部
登
録
課
　
係
長

木
村
連
太
朗

遺伝子型検査始まる

早発性筋力低下症候群

登
録
申
込
の
減
少
が
続
く

体
型
調
査
、Ｓ
Ｎ
Ｐ
体
型

審
査
の
頭
数
は
増
加

新
Ｎ
Ｔ
Ｐ
、搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

適
合
指
数
の
公
表
、

Ａ
２
情
報
の
提
供
開
始

様
々
な
情
報
と
血
統

登
録
で
牛
群
改
良
を

１
位
　（
株
）荒
木
牧
場

（
熊
本
県
）

２
位
　

江
部
広
大
さ
ん

（
新
潟
県
）

３
位
　

菊
地
啓
介
さ
ん

（
栃
木
県
）
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図１　～年度出生報告の推移
（（独）家畜改良センター個体識別情報より）

　
令
和
６
年
８
月
１
日
付

け
で
採
用
さ
れ
、
事
業
部

登
録
課
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
木
村
連
太
朗
と
申
し

ま
す
。
出
身
は
中
津
か
ら

あ
げ
で
有
名
な
大
分
県
の

中
津
市
で
す
。
私
が
小
学

生
ま
で
は
実
家
で
は
酪
農

業
を
営
ん
で
お
り
、
そ
の

後
、
両
親
が
酪
農
を
辞
め

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
高
校

・
大
学
と
畜
産
・
酪
農
と

は
無
縁
の
学
校
に
進
学
し

ま
し
た
が
、
縁
が
あ
り
地

元
の
大
分
県
酪
農
協
に
約


年
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
大

分
県
の
酪
農
生
産
者
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
、
預

託
事
業
・
導
入
事
業
・
検

定
事
業
・
牧
場
実
習
を
通

じ
て
乳
牛
の
魅
力
・
飼
養

管
理
と
育
種
改
良
の
重
要

性
、
同
時
に
酪
農
経
営
の

難
し
さ
も
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
乳
牛
共
進
会

に
お
い
て
は
地
元
の
大
分

だ
け
で
な
く
九
州
各
県
の

同
志
会
に
も
お
世
話
に
な

り
、
熊
本
・
佐
賀
・
宮
崎

の
シ
ョ
ウ
審
査
と
貴
重
な

経
験
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

乳
牛
の
審
査
・
評
価
の
難

し
さ
も
身
を
も
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
近
年
の
酪
農
情
勢
と
温

暖
化
に
よ
る
気
候
を
考
え

た
時
に
、
さ
ら
に
高
い
管

理
技
術
と
併
せ
て
乳
用
牛

（
特
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
）
は
、
よ
り
機
能
的
で

生
産
性
の
高
い
個
体
が
求

め
ら
れ
、
牛
群
全
体
の
底

上
げ
も
追
及
し
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
登
録
協
会
に
身
を
置

き
、
登
録
業
務
・
将
来
的

に
は
審
査
業
務
を
通
じ
て

育
種
改
良
に
精
通
し
、
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

日
々
乳
牛
と
向
き
合
う
酪

農
生
産
者
の
経
営
の
一
助

と
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
日
本
ホ
ル
協
は
、
本
年
１

月
６
日
か
ら
、
早
発
性
筋
力

低
下
症
候
群
（
Ｍ
Ｗ
）
の
遺

伝
子
型
検
査
の
受
付
を
開
始

し
た
。

　
Ｍ
Ｗ
は
２
０
２
３
年
に
ア

メ
リ
カ
ホ
ル
協
か
ら
発
表
さ

れ
た
新
た
な
遺
伝
的
不
良
形

質
で
あ
る
。
発
症
牛
は
生
後

２
か
月
以
内
に
筋
力
低
下
を

示
し
た
あ
と
発
育
不
良
に
な

り
、
肺
炎
な
ど
の
二
次
的
な

健
康
問
題
を
も
た
ら
し
、
予

後
不
良
と
診
断
さ
れ
れ
ば
経

済
的
損
失
は
大
き
い
。ま
た
、

症
状
の
重
篤
性
に
一
貫
性
が

な
く
、
回
復
し
た
報
告
が
あ

る
一
方
で
、
Ｍ
Ｗ
に
対
す
る

治
療
法
は
現
在
確
立
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
Ｍ
Ｗ
遺
伝
子
を
保
因
す
る

海
外
種
雄
牛
は
既
に
日
本
で

も
供
用
さ
れ
て
お
り
、
国
内

の
雌
牛
で
こ
の
遺
伝
子
を
保

因
す
る
個
体
が
い
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
Ｍ
Ｗ
遺
伝
子

を
保
因
す
る
種
雄
牛
の
交
配

を
避
け
る
こ
と
で
、
発
現
を

抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
る

が
、
保
因
を
確
認
す
る
に
は

遺
伝
子
型
検
査
が
必
要
で
あ

り
、
家
畜
改
良
事
業
団
で
の

検
査
準
備
が
整
っ
た
こ
と
か

ら
今
回
の
開
始
に
至
っ
た
。

　
Ｍ
Ｗ
の
検
査
申
込
み
は
、

本
牛
の
検
査
試
料（
毛
根
等
）

を
も
っ
て
実
施
。
判
定
結
果

に
つ
い
て
は
、
血
統
登
録
証

明
書
や
血
統
能
力
証
明
書
等

に
表
記
す
る
他
、
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ

Ｕ
Ｓ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
も
随
時
表
示
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
な
お
、
遺
伝
的
不
良
形
質

に
関
す
る
情
報
は
、
家
畜
改

良
事
業
団
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

参
照
さ
れ
た
い
。

　
日
頃
よ
り
、
日
本
ホ
ル
協

の
登
録
事
業
に
多
大
な
る
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
際
情
勢
や
円
安
の
影
響

を
受
け
、
飼
料
や
燃
料
価
格

の
高
騰
は
こ
こ
数
年
続
い
て

お
り
、
酪
農
経
営
に
も
大
き

く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

暗
い
話
題
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
少
し
で
も
酪
農
情
勢
が

良
い
方
向
に
向
く
こ
と
を
切

に
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
令
和
６
年

月
末

現
在
の
都
府
県
血
統
登
録
申

込
は
、２
万
６
３
４
１
頭
で
、

前
年
同
期
と
比
較
し
て
２
７

０
頭
減
、
率
に
し
て

・
０

％
と
な
り
、
僅
か
な
減
少
に

留
ま
り
ま
し
た
。

　
酪
農
家
戸
数
が
１
万
戸
を

割
り
、
会
員
も
離
農
等
に
よ

り
毎
年
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
雌
子

牛
の
出
生
数
が
減
っ
て
い
る

こ
と
も
登
録
申
込
の
減
少
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
（
図
１
参
照
）
。

　
本
年
度
前
期
の
牛
群
審
査

・
体
型
調
査
は
、

都
府
県

で
９
２
３
７
頭
実
施
し
ま
し

た
。牛
群
審
査
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
よ
り
も
４
９
２
頭
減

少
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
審

査
予
定
の
牛
が
令
和
５
年
度

後
期
か
ら
開
始
し
た
Ｊ
Ｒ
Ａ

事
業
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
体
型
審
査
に

切
り
替
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る

影
響
も
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ

体
型
審
査
は
１
４
６
２
頭
審

査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
体
型

調
査
は
今
年
度
の
計
画
頭
数

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
前

年
度
よ
り
２
０
６
頭
増
加
し

て
い
ま
す
。
審
査
全
体
の
頭

数
は
前
年
同
期
と
比
較
す
る

と
２
３
３
頭
増
（
１
０
２
・

６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
牛
群
審
査
受
検
や
体
型
調

査
等
へ
の
協
力
に
対
し
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
審
査
事
業
に

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
で

は
、
２
０
２
４
年
８
月
の
乳

用
牛
遺
伝
能
力
評
価
か
ら
、

新
た
な
Ｎ
Ｔ
Ｐ
（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
２

０
２
４
）
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

適
合
指
数
を
公
表
し
ま
し

た
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｐ
２
０
２
４
は
、
泌

乳
能
力
の
改
良
を
維
持
し
つ

つ
、
体
の
大
型
化
に
よ
る
長

命
性
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
の

「
大
き
さ
指
数
」
と
繁
殖
性

向
上
の
た
め
の
「
繁
殖
性
指

数
」
を
追
加
し
、
構
成
す
る

成
分
を
見
直
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
以
前
の
Ｎ
Ｔ
Ｐ
よ

り
も
長
命
連
産
性
の
向
上
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
適
合
指
数

は
、
酪
農
の
労
働
力
低
減
を

目
的
と
し
て
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト

の
導
入
が
増
え
て
い
る
一

方
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
に
合
わ

な
い
体
型
の
個
体
が
い
る
こ

と
か
ら
、
不
適
合
の
体
型
を

減
ら
す
目
的
で
開
発
さ
れ
た

指
数
で
す
。
搾
乳
に
関
連
す

る
体
型
（
乳
器
）
の
４
形
質

の
う
ち
、
３
つ
以
上
の
適
正

範
囲
で
あ
れ
ば
「
Ｒ
」
、
こ

れ
に
搾
乳
性
と
体
細
胞
ス
コ

ア
が
適
正
範
囲
で
あ
れ
ば

「
Ｒ
＋
」
と
し
て
、
種
雄
牛

選
択
の
参
考
情
報
と
し
て
表

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
酪
農
家
で
関

心
の
あ
る
牛
β
カ
ゼ
イ
ン
Ａ

２
型
（
Ａ
２
）
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
型

情
報
に
つ
い
て
、
日
本
ホ
ル

協
で
は
２
０
２
４
年
８
月
の

遺
伝
評
価
に
あ
わ
せ
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
Ｇ
ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
や
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
評
価
速
報
で
情
報
の

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
飼
料
費
が
高
騰
し
て
い
る

中
、
生
乳
の
出
荷
量
を
多
く

し
て
収
入
を
増
や
す
た
め
に

は
、
個
々
の
泌
乳
能
力
を
向

上
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
牛
群
検

定
で
泌
乳
能
力
を
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
能

力
を
基
に
ど
の
種
雄
牛
を
交

配
し
て
改
良
す
る
か
の
選
択

に
な
り
ま
す
が
、
雌
牛
の
血

統
情
報
が
あ
っ
て
こ
そ
、
牛

群
の
改
良
に
活
か
さ
れ
る
と

考
え
ま
す
。
血
統
が
分
か
ら

な
い
ま
ま
交
配
を
進
め
れ

ば
、
近
親
交
配
に
よ
る
能
力

低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
か

ら
得
ら
れ
る
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評

価
値
や
体
型
審
査
の
成
績

も
、
血
統
情
報
が
あ
っ
て
初

め
て
利
用
で
き
る
有
効
な
改

良
情
報
で
す
。

　
毎
度
、
血
統
登
録
の
お
願

い
ば
か
り
で
す
が
、
「
血
統

情
報
無
く
し
て
改
良
無
し
」。

牛
群
改
良
の
た
め
に
も
、
血

統
登
録
の
必
要
性
に
対
す
る

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
９
月
か
ら

月

に
都
府
県
で
検
定
成
績
証
明

さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
表

に
は
上
位

頭
を
示
し
た
。

今
回
は
３
頭
が
総
乳
量（
Ｍ
）


万
㌔
を
突
破
し
た
。

　
今
回
の
１
位
は
（
株
）
荒

木
牧
場
（
熊
本
県
）
の
「
ア

ー
ク
ヒ
ル
　
Ｍ
Ｂ
Ｂ
　
ゴ
ー

ル
ド
ロ
イ
」
の
検
定
回
数


回
で
検
定
日
数
３
３
５
２

日
、
Ｍ

万
９
０
８
６
㌔
、

総
乳
脂
量
（
Ｆ
）
４
２
６
０

㌔
、
平
均
乳
脂
率
（
Ｆ
％
）

３
・
９
％
、
総
乳
蛋
白
質
量

（
Ｐ
）
３
３
８
３
㌔
と
い
う

結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
成
績

は
熊
本
県
内
乳
量
歴
代
５

位
、
乳
脂
量
歴
代
６
位
と
な

っ
て
い
る
。
本
牛
は
７
世
代

前
に
北
海
道
の
龍
田
牧
場
か

ら
導
入
さ
れ
て
以
来
、
代
々

堅
実
に
乳
生
産
を
行
い
、
５

世
代
前
の
「
エ
ー
　
ア
ー
ル

　
ケ
ー
　
エ
ム
　
ビ
ー
　
ビ

ー
　
ゴ
ー
ル
ド
」
も
総
乳
量


万
㌔
を
突
破
し
て
い
る
。

　
２
位
は
江
部
広
大
さ
ん

（
新
潟
県
）
の
「
ル
ー
キ
ー

ス
タ
ー
　
リ
ヴ
エ
ロ
ス
　
シ

ヨ
ツ
ト
ル
」
の
検
定
回
数
７

回
で
検
定
日
数
２
９
６
９

日
、
Ｍ

万
５
８
０
２
㌔
、

Ｆ
３
９
１
９
㌔
、
Ｆ
％
３
・

７
％
、
Ｐ
３
５
０
６
㌔
で
あ

っ
た
。
新
潟
県
内
で
乳
量
歴

代
９
位
、
乳
脂
量
歴
代

位

の
成
績
。
江
部
牧
場
に
お
い

て
初
の

万
㌔
突
破
牛
と
な

っ
た
。決
定
得
点
も

点
と
、

体
型
面
で
も
優
れ
て
い
る
。

　
３
位
は
菊
地
啓
介
さ
ん

（
栃
木
県
）
の
「
ア
イ
ロ
ー

サ
　
ヒ
ル
　
ク
ラ
イ
マ
ー
」

の
検
定
回
数
７
回
で
検
定
日

数
２
９
４
０
日
、
Ｍ

万
１

６
６
６
㌔
、Ｆ
４
０
６
１
㌔
、

Ｆ
％
４
・
０
％
、
Ｐ
３
４
４

５
㌔
で
あ
っ
た
。
今
回
一
括

証
明
を
行
う
こ
と
で
ラ
ン
ク

イ
ン
を
果
た
し
た
。
初
産
か

ら
全
て
の
乳
期
で
乳
量
１
万

㌔
を
超
え
て
お
り
、
菊
地
牧

場
初
の

万
㌔
突
破
牛
で
あ

る
。

　
ま
た
、
佐
野
栄
さ
ん
（
岩

手
県
）
、
松
島
太
一
さ
ん

（
熊
本
県
）
、
高
橋
洋
一
さ

ん
（
新
潟
県
）
、
山
崎
敏
さ

ん
（
岩
手
県
）
、
（
株
）
荒

木
牧
場（
熊
本
県
）、（
有
）

加
藤
牧
場
（
埼
玉
県
）
、
千

葉
準
一
さ
ん
（
青
森
県
）
、

成
田
博
さ
ん
（
愛
知
県
）
、

新
海
益
二
郎
さ
ん
（
長
野

県
）
、
中
村
優
さ
ん
（
岩
手

県
）
、
徳
川
恵
一
さ
ん
（
徳

島
県
）
、
畠
山
伸
吾
さ
ん

（
秋
田
県
）
、
佐
野
茂
樹
さ

ん
（
岩
手
県
）
、
藤
原
和
弘

さ
ん
（
長
野
県
）
、
（
株
）

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
　
Ｖ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ

ｙ
　
Ｄ
ａ
ｌ
ｒ
ｙ
（
岩
手

県
）
、
羽
石
啓
介
さ
ん
（
栃

木
県
）
所
有
牛
は

点
以
上

を
獲
得
し
て
お
り
、
体
型
に

お
い
て
も
優
れ
た
成
績
を
残

し
て
い
る
。

hcaj16
顔隠しスタンプ


